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守屋文書について

塩谷順耳

1．文書の内容一保呂羽山信仰一

延:喜式神名1帳にのっている荊¥社は‐般に式内社とよばれ、古くからI¥'.ﾐ氏の(,i仰対･象になっていたも

のが多い。この式内社は峠奥aloo社に対し、出』抑29祉で、ル肘に少なく、そのうち本県に属するのは波

宇志別、恥勧彦、副川の三社で.ある。

なかで．も波宇志別神社は､ド鹿郡大森町の保呂羽LU(標商440m)に鎮座しておn、金案山系の満祉と

して主に雄､I'-仙の人々によって1!『仰されていた。祉'求は|ﾘ1桁初年の神仏分離を契機に、大友家(現社'家）

が踏襲することになったが、それまでは大友家と守雌‘朱が並んで、神主職を両]っていた。今迄大友家の

資料は主に｢ul学の面から紹介されてきたが、守屋'家に低わった登料は長いHill":に出されることはなか

った。今|M|、嫡流の守屋緑=$-氏の好'なによって本節に移されたのが、いわゆる‘,]胃I韮文書である。従っ

て守屋~文亘,11:は式内社に関する激坂な査料で､ある。

この文諜は書簡．に'上書．'党iドが大部分を占め、総計j､Lそ6,000点である。僻簡は大友家．藩の寺H二

方．他の社‘家から来たものが大部分で、あるが、守屋家から他に出した控もあり、主に神官のヒエラ

ルキーを知る上で､重要で．ある。11上井は他の社家．祉領の艇雌から守屋家に;!',されたものが大部分で､、

中には守屋．大友Illll家が藩に従川した控も含まれておiノ、封建時代における社'家．神"宮の位置を知る

上で亜要で，ある○また神社は一般に祉領を有しているが、保呂羽山の場合、八沢木、角間Ill、外小友

に保有していた。‘覚書は:神職機柵のみならず、こうした村落．Ill地を媒介とした農民との関係をも知

ることのできる資料で．ある○現ｲ1鳶、寺社は人々のH常ifSからかけ離れ、ft．¥折表面に出る程度で､ある。

しかし江戸期においては、人々の精神生活上極めて大きな位置を占めていた。従米農村．農民のｲi冊究

は主に社会．経済的条件からなされてきたが、糖神'咲澗を分析することによって、更に近_世社会の動

きがﾛ月らかになると考える。その意味で、、神官●祉家の機椛、社家と藩の関係、村落における神社．

神官の位置、保呂羽山を中心とした信仰|劉等々を物語るこの資料は、近世社会研究の上で.重要で.ある。

なおこの文書は、嘉永から葬末(L9世紀中葉）に柴+していることを付記しておく。

2．文書にみる江戸期の社家

守屋文11:によると、秋H｣藩には保呂羽山の神'14．である大友・守屋illlj氏を太り、に、それに従属す~る糸II

頭、更にそれに従っている組下という具合に、社家の糸Ⅱ縦が形成されていた。組は全部で7つ数えら

れ、それぞれに組頭がいて藩内社家を分割して総押;していたわけであるが、IKZ-Z年（文政5)の、「古

田殿江戸表江御下向御助力『献金“数_」によると、次のようになっている。

ここで､蒋干の説明を加えると、先ず城下組であるが、

（組・組頭の分布）これは久保Ill城下と土崎を稀む範l川で､、IS世紀初め（宝

永年|川）には新城組も加えられｲ火Ill郁組となっていた。

従ってこのIlllj荷は後に分割したもので、ある。また他の史

料を参照するとIll尻（川尻総社)土崎・近谷・T-lll

鈴木上総の5神』官が傑Mlし、この中からl～2人が交代

で､組皿を務めている。こうした例は六郷組にも見られ、

熊谷の他に備藤安房（六郷諏肋社）・斎藤左一介（神宮

寺）・三浦正税（高関）・川越政而](矢島八I怖）が人体

交代しながら務めていた。従って終始一組一組頭であっ

たわけで･ない。なお新城組と河辺川;組は、時に久保Ill城
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下の社家が組頭を務めることもあった。しかし原I!i|は名社の神官が大頭の挑漉によって、寺社方から

任命され、世襲が多かったと言い神る。こうした神'|､1.組織の決定がいつなされたかは明らかで､ないが、

史料的には1683年（天m3)から幕末まで続いていた。

3．社家分布の問題点

先にあげた表からわかるように、組頭の分布は緋'¥'央以南に|限られていた。即ち男1毘組の天i-:東側

八坂imm肥前）が妓北で、1肘は大森であ1}、そしてこれは組下の分ｲ1Jをそのまま反映し、11城1!近

辺にそび．える森山・高岳山以北には罵社家は存在しなかった。叩ち佐竹滞領とキ'二家の分布が一致しない

ところに、問題点を見IⅡすことができる。

佐竹氏は18世紀初頭（正徳の噸）、式内社を国内三社（国は藩のこと）として設定すると共に、中世

以来絶えていた塩湯彦神社を横手市東方の御獄Illに復興して、大友氏を雑務させた。また耐1]川神社も

1715年（正徳5）、久保Ill城の北門を擁護するため、ノi城II西方の高岳''1に-)つし、保呂羽社の神官を

して神'高.を兼務させている。結ﾊｩ、正徳年|川、｜到内三社が雑怖されると共に、大友・守屋が三社の神

宮を兼務することになったわけで．ある。また佐竹氏は、正徳より少し下った頃、｢秋田藩十二社」を設

定した。この-}･二社はIlil内三社の外に、金沢八'幡、六郷熊野、寺内古Iﾉs王、天王北野天神、杉の禽八

'幡（三輪神社)､I境内愛宕、男鹿真・本山、藤倉観音、束胡八坂の9社を加えたもので､ある。こ二で．こ

の十二社の分布をみるとやはり高岳山が北|製となっていることがわかる。

斎藤文書（六郷諏訪社神官文書・県史資料-緬所収）の大友・守屋口上書きによると、大友・守屋両

家が祉家大頭に任命されたのは天和以前とされているから、国内三社が設定される凡そ30年前で､ある。

即ち国内三社、藩内十二社が設定される段階において、既に大友等は社家大頭をつとめていたので､あ

る。とすれば、これらの『没定やMl川神社の移建は端の力によるとは言うものの、この参画に大頭が加

h0、確定的な役割りを果したことは間違いのないところで．ある。それに高岳山に焦点をあてた場合、

果して藩の言う如く久保田城の北門を護る,適地で．あろうか。藩内を誠るので､あれば秋田郡北部の山が

常識で．あるし、久保Ill城の北門を挫るのであれば、もっと近くに置くのが常道で､ある。結局高岳Illは

秋家分布の北限で､、大友・守屋が、自己の勢力範|ﾉ'1を藩との結託によって確定したのが、高岳移建等

の施策で．あったと考えられるので､ある。

4．保呂羽山信仰圏

大友・守屋大頭は、神官組織の中に亀田藩・矢島藩の社家をも一部含めていた。亀田藩における保

呂羽山の別当は、幕末期、佐々木和泉で､あn、しかも大友・守屋に対しては組頭的地位にあった。こ

れは矢烏藩も同様で､ある。勿論、組の機構は佐竹藩のみのもので．、他恭に及んで･おらず、保呂羽山に

奉納される物品も各登口毎（藩毎）に処分されている。しかし神官の実質的な、保呂羽山を中心とす

る動きは、滞域を越えて結ばれていたのであ1]、これはまた神官の背後にある庶民の、保呂羽Illに対・

する信仰をそのまま反}映していたので､ある。

守屋文書を通してみた以上の斗弄実をまとめてみると、中世における保呂羽山社は修験i直と全く関係

がなかったわけでないが、式lﾉ1社の伝統から、江戸期に入')佐竹氏と接近する過程て､社家としての性

格を強めた事が先ず予想される。そして雄平仙地方、及び､組の機構はないにしても保呂羽山と結ばれ

た由利諸藩の社家分布は、'I'世以来の保呂羽山信仰の反I快とみることがで、きる。城下や男鹿の社家は

本来保呂羽信仰とは関係ない。結局、藩と接近して社家大頭に任命された保呂羽山社が、伝統的にあ

った保呂羽信仰圏を袖に組機描をつくることを藩から認められ、また藩権力と接近した結果、秋Ill郡

地方の社家をも機構の中に包摂したと考一えることが出来るので､ある。勿論神社の分布、修!淡の分布は

全藩に及んで･いる。その点社家と混同しないで．分析する必要があろう。
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